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　細菌の抗原を人爲的に変えるということは，遣
傅学的研究1）一10）の上からも，系統発生学的研究の
上からも，ll）一1S）細菌の分類の上からも11一18）重要
な意義を持ってV・るが，また抗原性物質（菌体内
毒素，菌体外毒素を含んで）の化学的研究の上から
も重要な意義を持っている。Averyその他（1944
～1949｝i｝一7）の肺炎双球菌の葵膜抗原の変換に関
する研究，1）一7）Boivin等（1945）s）の大腸菌の抗原に
關する研究，s）Sonnebom（1949）9）のゾウリ虫につ
いての研究，Alexallder等（1950～1951）10）のH・
infiuenzaeの抗原につV・ての研究は遺傳：学的意義
の上で重要な意味を持つものであり，且つこの方
面における最も進歩した研究の一・づをなしている。
またサルモネラのHantigenに関する一連の研
究1D－18）は系統発生学の上から，また分類の上か
ら興味ある間題を片掛しているものといえよう。
　しかし同じサルモネラでもOantigenの面で
は余り研究が行われていない。肺炎双．球菌の英膜
の型特異多糖体の化学的研究は抗原性物質の化学
的研究の面で最も進歩した研究の一つであるが，
サルモネラの0抗原の特異性を決定するものは多
糖体であるということは，かなり以前からV・われ
てV・るにもかかわらず，その抗原多糖休の化学的
構造については一一一向に研究が進んでいなV・。これ
は一つにはいわゆるKau廷mann－White表に：示さ
れている診断上重要な0抗原因子が多くの場脊1
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箇に限られす2箇以上の因子を含み，しかもそれ
等を別々に箪離することが出來ないためである。
從って軍一抗原因子を有する菌を人爲的に誘導出
回れば，この方面の研究に一つの手掛りが與えら
れるeとに：もなるわけである。
　われわれは上述の観点からサルモネラ0抗原の
変異につV・て一蓮の研究を行ってV・る。この方面
の研究報告は非常に紗なく，最初の報告はBruner
＆Edwards（1948）19）の報告であってサルモネラE1
群の菌の0抗原をE2群の菌の。抗原構造に人並
的に変異させ得ることを報じた。次いで小原
（1950）tO）がサルモネラE2群の菌の0抗原をサルモ
ネラE1群の菌の。抗原構造に：人爲的に変異させ，
得ることを報じ，中川（1951）‘a正）は更にその変異株
の0抗原の復元の可能なことを証明し，また人工
変換の面縛22）をも攻究してこれを報告した。即ち
S・newingtonの0抗原の変換は肺炎双球菌1）『7）
大腸菌s）H．in月uenzae等10♪のantigenの場合の
如くDesoxyribonucleic　acid（D・N・Aと略記）に
より誘導されるのではなくて，ゾウリ虫（Sonne－
born）やある種の肺炎双球菌（Laros）23’）赤痢菌（篠
川・池村）2a）に見られる機縛と同様の機縛に基づく
ことを明らかにした。
　著者は上述の小原・中川の実験と関連してサル
モネラE3群の菌の0抗原の変異を担当した。
小原・中川の方法に準じて実験を行った結果
S．　senftenberg（1，　III，　XIX）から0抗原として，
aIl，　XV）を持つ菌を誘導出來たのである。しかし
その後この菌は更にspontaneousに0抗原が（III）
のみQ菌株に変異していった。このspontaneous
variationは著者の研究が未だ完全に完了せぬ内
に起ってしまったので，一面都合の悪い点もあっ
たが他面抗原の化学的分析を行う上には便宜を提
供してくれることに：もなった。即ちわれわれは抗
原の人工的変換の研究と並行してサルモネラ0抗
原の特異多糖体の軍糖構成をも研究しているので
0抗原として（III）のみの菌株を得られたことはこ
の方面の研究に重要な意葬を：持つからであった。
そしてこの変異株の特異抗原多糖体を抽出し，
paper　chromatographyによりその輩糖構成が調
べられた。その結果硬鋼のわれわれの敏室の研究
結果では，Eユ，　Eg，　E3各群の特異抗原多糖体の・闇
には軍糖構成上質的差異が認められなかったので
あるが，u5）著者の用いた0抗原として（III）のみを：
持つ変異株では質的差異の認められることが明ら
かとなり，抗原の化学的分析の上に一一歩を進める
こととなった。
　　以下上述の実験成績の詳細を順を追りて記述
する。
実験材料並びに実験方法
　菌　株：使用した菌株の大部分はサルモネラ委員会よ
り分與されたものである。但しS．senftenbergは叛崎氏
よy分皿されたS．senftenberg　A及び北海道大学賦医学
部より分脈されたS、senftenberg且S－1を用い，　S．　ble－
gdamは植竹等26）が分離したS．blegdam蔚縁を使用した。
　冤液血清：総て家兎免疫血清で0血清，OH血清何れも
サルモネラにおける通常の方法O「）一鋤に從い所定の手続き
を経て作製したものを用いた。
　吸牧試瞼或は因子血清を作る場合の吸牧には免疫血清に
対して吸収に用いる菌を充分多量に加えて，50。Cの湯槽に
2時間保つた後に室温に1夜静置して，翌日遠心沈澱によ
つて上清を分離した。
　凝集反慮も総てサルモネラにおける通常の方法27）一30）に
從つた0凝集原には生菌㊧食塩水浮游液またはこれを100
℃1時間加熱した死菌1孚游液を1夜室温に放置したものを
用いた。H凝集原としては18時間ブイヨン培養した菌液
に0．5％の割にフォルマリンを加えたものまたは生菌の食
塩水俘糖液を用いた。
　O凝集反慮は50。C2時間銅鐸においた後に一度列剥し
更に夜室温に放置してから列定した。
　H凝集反磨は50℃2時分湯槽に保ちその直後に列凝し
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た。同定には総て凝集鏡を用いた。
　拡原変異に用いた培養法：培地内にて薗に対し抗血清
を作用させたのであるが，そオしには次のようにした。
　使用試駿管：長さ15cm，直径3cmの試瞼管にガ幽ゼ
で被覆した棉栓を施し乾熱滅菌する。
　使用塞天培地：精製釈末寒天17．5g，ペプトン20g，食
塩10g，肉汁500　ccに蒸溜水を加えて全量を1¢としPH
を7・2としたもの。
　使用血清：5倍稀釈のS，nileoseの0血清にS．　london
を充分：量加えてIII抗体を蛙軍して作る。この血清は1，
XIX抗体を含んでいるがIII抗体を含んでいない。この
血清を反覆蓬心沈澱して無菌とした。無菌試瞼として，こ
の血清を37。Cの艀卵器内に1書論保ち菌の発育してこな
いことを心し，更にその内の少量を敢リブイ・沖に培養
して菌の発育してこないことを催かめた。
．上記寒天培地3ccと無菌的tt　1，　XIX血清3ccを無菌箱
内で上記試験管に入れてよく混和する。培地が大略固まっ
てから，予め乾熱滅菌してある長さ10～15mm，直径約7
mmの小硝子管を，嬉地の中央に直立するように，且つ約
5mmが培地の表面に出るようにする。堅く棉栓を心して
無菌箱より取り出し，24U芋岡37。Cに保って無菌的なこと
を催かめてから，小衛子轡の中央に目的の菌を穿刺する。
この場合に穿刺は試験笹の底都にまでは達しないようにす
る注意が必要である。更にこの培地の乾燥を防止するため
に旧領流動パラフィンを培地の上に重：比しておく。
　穿刺した菌が発育すると，穿刺部位の周囲に1閣濁が生じ
てくる。穿刺後2～3日目にはこの潤濁が小硝：子管の夕1・側
にまで廣がつてくる。この潤濁部より釣菌して，亭板寒天
培地上に多数の孤立集落が生ずるように塗抹培養し，この
各集落について予め用意しておいた因子血清を用いてスラ
イド凝集反磨を行なって，抗原変異を起した菌の有無を壷
皿した。
実験成績
　1．S．　senftenber9よリ0抗原変異株の獲得：前記
の方法に一って作った1，　XIX血清カロ牛流動寒天培地にサ
ルモネラE3群に属するS．　senftenbergを穿刺培養した。
穿刺四隣30目よリ釣菌して，生理的食塩水に菌1孚内液
を作り，これを平板寒天培地上に塗抹して多数の孤立集薄
を作る。この集落を抗1，XIX血清，抗X，　XXVI血清及
びXV因子血清を用いてスライド凝集湿土を行って検i査し
た。
　連日釣卜して第23日目までに1，515箇の集落を槍査し
たが，変異株は得られなかった。
　第23日目の集落中に抗1，X工X血清に対する凝集の幾分
羽いと思われたものを発見し，この集落の菌を第1回目と
同様にして，抗1，XIX血清加牛流動寒天培地に穿刺継代
培養した。
　この場合も第3日目より土工して槍査を行ったのである
が，第3日目には40箇の集を得た。この時得た集落は全
てXV因子血清と凝集を示し抗1，　XIX血清及び抗X，
XXVI血清とは凝集を示さないことを認あた。第4日目の
二二では50箇の集落を得たが，その内の38箇はXV因子
血清とのみ凝集を示し，11箇月抗1，XIXX血清とのみ凝
集を示した。残りの1箇はVX因子血清と抗1，　XIX血清
の両者に対して凝集を示した。しかし抗X，XXVI血清と
凝集を示す集落は認められなかった。
　この4日目の集落でXV因子血清とのみ凝集を示した3S
箇の集眼の中でも特に強い凝集を示すと思われたものを取
り，これに87A爲株と記号を符した。
　2．87　Aq株の0抗原のスライド凝集及雁成緕：サル
モネラ各群の主な菌の血清を用いて，スライド凝集反鷹で
87Aa株の0抗原を調べた成績がTable　1であって，表に
見る如く，EjE2E3各群の薗の未習牧血清で凝集し，且つ
VX因子血清では凝集するが，抗X，　XXVI血清及び抗1，
Table　1　Sticle　Agglutinations
“O”　serum
Immunized
　with
S．　paratyphie　A
S．　typhimurium
S．　abortus　ovis
S．　thompson
S　newport
Antibodies
1，　II，　XII
IV，　V
IV
VI，　VII
VI，　Vlll
Agglutinogen
S．　typhi　H　901W
S．　blegdam
S．anatu皿
S．　newington
S．　senftenberg
S．　minnesota
S．　anatum　一
S．　nileose
S．　newington　一一
S．　nileose
S．　nileose　一
S．　london
iS．　 enftenberg
十
IX，　XII
IX，　Xll
皿，X，XXVI
III，　XV
1，　III，　XIX
XXI，　XXVI
X，　XXVI
xv
1，　XIX
．．
P．
十
十
十
87　Aa
十
十
?
十
Notes：“＋”　indieates　positive　agglutination．
“一”@indicates　negative　agglutination．
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XIX血脈では凝集しないg從って0抗原構造は（III，　XV　　　　　　Table　3　“0”Tu6e　Agglutinαtions
と推定される。これを更に催かめるために次の定量凝集反
慮及び吸牧溶血を行った。
　3　変異菌87Aa株の0抗原に関する定量凝集友懸及
び吸牧試駿；変異菌株であるS7　Aa株はTable　2に示す
如くに，未吸牧のS．anatum　O血清，　S．　new－brunswick
O血清及びS．nileOSe　O血清のおのおのと凝集債または
そ．れに近い偵まで凝集を示している。
　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　の　　　　　Table　2　‘‘0，’T・ube　A．qglutinαtions
Agglutinogen
Agglutinogen
「??。?
??。?
・，????
E．　london　1446
S．　give　3’16
S．　anatum　293
S．　newington　CL）
S．　seJandia　7482
S．　new－
brunswick　5411
S．　senftenbergAS．．．senftenberg
正【S－1
S．　niloese　1236
87　Aa
“O”　serum
温ロ四肋
e．?gS
?
〇hO
???。?
…nq・・m、監齢乙、　S…1・e・e
Antigens　tested
III，　X，XXVI
2560
2560
2560
．2560
2560
2560
2560
ユ280
ユ280
2560
III，　XV
2560
1280
］280
2560
2560
2560
2560
1280
1280
1，　III，’wIX
S．　london　1446
316
S　anatum　293
??C???．．mW??
2．?47
??
1145
???副
n・ｫ．??
??。
2560
1280
1280
・，????
．．　1280
S．　senftenbergA
S．　senfterib6rg’
HS－1
S．　njloese　1236
87　Aa
“O”　seruni
S．　anatumS．new－brunswiekS．　nileose
Absorbed　with
s．　nileose　l　s．　nileose　l　s．　iondon
Antibodies
X，　XXVI
320
320
3一　20
160
xv
640
640
640
640
1，XIX
2560
e
640
640
640
1280
12SO
Note：　“　”　indicates　no　agglutination　at　l　to　40
　　　　0thers　are　same　as　in　Table　2．
5120
5120
5120
Table　4　Absδrptionげ‘‘0，，　Elerums　Agαinst
　　　S．　Anatum，　S．　New－brunswicic　and
　　　　　S。ハriloθse　witん87／1αSt7・α蒼π
2560
Note：　Figures　indieate　highest　dilution　at　whieh
　　　　agglutination　occutred．
Agglu inogen
　S．anatum　O血清，　S．　new－brunswick　O及びS．　nileose
O血．清のそれぞれよりIII抗体を吸心して定量凝集反慮を
行ったところ，Table　3に示す如く87　Aa株はXV因子血
清とは凝集するが，抗1，XIX血清とは凝集しない。原株
であるS．senftenbergはこれと反対にXV因子血清とは．
凝集せず1，XIX抗．血清と凝集を示すのであるから，87Aa
株は原株と0抗原を異にすることが窺わオしる。それ故に
．87Aa株がTable　2でS．　nileose　O血清と凝集を示した
のはIII抗原の存在によることが知られる。
　なお第3表で87　Aa株が抗X，　XXVI血清’により160倍
まで凝集しているが，これはX或はXXVI抗原に慕，く凝
集反鷹ではなくてK：auffmann－White表に表示されていな
いところのminor　antigenに基く．反懸であって，このこ
とは種々の吸攻試瞼，凝集反慮を別に行うことによって催
??。?
??。?
・。????
S．　london　1446
S．　give　316
S．　anatum　293
S．　newington　CL，
S．　selandia　7482
S，　new－
brunswiek　5411
S．　senftenbergA
S．　ni］oese　］236
S，　paratyphie　A
87　Aa
“O”　serum
S．　anatumS．　new－brunswickS．　nileose
Absorbed　with
87　Aa
320
320
20
S7　Aa 8’V　Aa
640
640
160
Notes　are　same　as　in　Tablc　2　and　3．
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かめられたp　　　　　　　　　　’
　　S．anatum　O血清，　S．　new・brunswick　O血清及び
S．nileose　O血清のおのおのを87　Aa株で吸牧して得．た
Table　6　Absorption　of　f‘O”　Serzams　Against
．　S；　Anatum，　S．　New－brunswdek　and
　　　　　SLエ▽秘。θsθwith　87五α！Strain
血清を用いて定量凝集反鷹を行った結果がTable　4に示さ
れ．ている。この表で示す如く87Aa株はS．　new－bruns－
wick　O血清より凝集素を残りなく吸凹してしまうこ．とが
剣る。．
S．new－brunswick　O血清はIII，　XV各因子に対する凝
集嚢を確実に含んでいることが別に確かめられているから
87Aa株は工H，　XV抗原を有すると考えられる。
　これに対しS．nileose　O血清をS7　Aa株で吸敗すると
IXIX抗体が残る。またS．　anatum　O血清を87　Aa株で
吸攻した場合もIII抗体のみが吸攻されてX，　XXVI抗体
は吸牧されずに残る。以上の給果より見ると87．Aa株は
0抗原として（III，　XV）を持っているものと．考えられる。
　4．87　Aa／株の0抗原に関する定量凝集：反訴及び吸牧
試駿：87　Aa7株の0抗．原は長期間優定にた図れることな
くspontaneousに第2段の0抗原変異をなし．てHI抗原だ
けを0抗原とする菌に変って．しまった。即ちXV抗原が
全くill明され得なくなってしまったのである。
　．この菌に87Aaノ株と記号を与した。
　この新歯噛はTable　5に示す如くXV因子血清と凝集を
示し得なくな靱且つまた1，XIX血溶とも凝集を示さな
　　　　　　　　　　　　　　N
　　　　　Table　S　“O”　Tube　Agglortinations
Agglutinogen
??。?
???。?
。，????
S．　london　1446
S．　anatum　293
S．　muenster
　　　　　　4546
S．　newington　C2
S．　selandia　7482
S．　nevi－
brunswick　5411
S．　senftenbergA
S．　niloese　1236
S．　paratyphie　A
87　Aaノ
“O”　serum
S・・ana・・m蕊。跳k鼠・il・e・e
Absorbed　with
87　dat
320
3一　20
640
87Aaノ
’
640
640
640
e
87Aaノ
640
640
ユ60
Notes　are　same　as　in　Table，2　and　3一
Agglutinogen
??。?
??。?
・，????
S．　london　1446
S．　anatum　293
S．　muenster
　　　　　　4546
S．newington　C2
　　　しS．selandia　7482
S．　new－
brunswick　5411
S．　senftenbergA
S．　niloese　1236
S．　paratyphie　A
87Aaノ
Table　7　Absorption・　Tests
O　serurn
S．　anatumS．　new－brunswickS．　niloese
Absorbed　with
S．　niloeseS．　niloeseS．　london
Antibodies
Agglutinogen
X．　XXV
320
20
640
160
xv 1．　XIX
640
640
640
一
??。?
??。?
640
640
・，????
160
S．　london　1．446
S．　anatum　293
S．　muenster
　　　　　　4546
S．　newington　C2
S．　selandia　7482
S・　new－
brunswick　5411
S．　senftenbergA
S．　niloese　1236
S．　minesota　21
87　Aa’
“O”　serum
s．　anatum　1　s．　anatum　！s．minesota
　　　　　　　　　　　　b
Absorbed　with
s．　［s．
愚罵誕魏器響留ta
I
87　Aaノ
Antigens　testedX j x 1　XXVI
160
160
320
160
Notes　are　same　as　in　Table　2　and　3・．
160
160
320
’
160
160
320
320
Notes　are　same　as　in　Table．　2　and　3．
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いのであるから復元したのでもない。S．　anatum　O血清を
S．nileOSeで吸収した血清とは僅かに凝集するが，この弱
い凝集はS，anatum　O血清に含まれているIII，　X，　XXVr
抗体以外の抗体と凝集を示したものと考えられる。このこ
とはTable　6及びTable　7からも知られる。即ちS．
minnesota　O血清を87　Aa！株で吸収してもXXVI抗体は
吸牧さオしない（第7表）。S．　anatum　O血清をS．　minesota
で吸牧してXXVI抗体を吸牧し去ってから，更に87　Aa！
株で吸牧してもEi群の菌（S．　anatum，　S．　london，　S．　mu－
enster）との凝集反庵は残るからX抗休が吸敗されずに残
ると考えられる（第7表）。從って87Aa！株がTable　5に
おいてS．anatum　O血清をS．　nileoseで吸回して得た血
Table　8　　Absorptionげノ1？z拓一87∠4α‘‘0，，　Serum
　with　S．　London，　S．　Nezvington　and　S．　niloese
に吸牧されてしまう。この事実はTable　8．に示されている。
　　なお87Aa！0血清をS．　newington或はS．　nileose
で吸敗した後，87Aaノ株が160倍まで凝集を示すが，これ
は87Aa！株のもつminor　antigen31）に対する抗体によるも
のであると考えて差支えなかろう。從ってこの成績は87
Aat株の主要0抗原としてはIII抗原g）みが認められるこ
とを示し，87Aa／株で家兎を免疫しても0抗体としては
III抗体のみしか作り得ないことを示すものである。
　如何なる原因で87Aa株のO抗原が（m，　XV）より（III）
のみに変異したかは全く不明である。
6．実験の：反復：III，　XV抗原因子を有する菌を再度サ
ルモネラE3群より誘導すべぐ，S．　senftenbergに，1，　XIX
　　　　　　　抗体を作用させる実瞼を多数回目返し行
　　　　　　　つたが，何故か同じ成績を再現すること
Agglutinogen
??。?
??。?
??。?
・S．　london　1446
S．ana七um　293
S．　give　316
S．　newington　C2
S．　selandia　7482
S．　new－
bruswicnk　5411
S．　senftenbergLA
S．　senftenberg
HS－1
S．　niloese　1236
S7　Aa！
’‘n”　serum
S7　Aa”
Absorbed　with
S．　londonS．　newington
160
S．　niloese
160
　　　　が出來なかった。このことは（1，III，　XIX）
　　　　から（IIIS　XV）への変異には抗体の作用
　　　　以夕トに，何か不明の因子が関與すること
　一　　を暗示しているよらに思われる。
　　　　　S．senftenbergと同じE3群に属す
2560　　る鼠niloeseに1，　XIX抗体を作用させ
2560　　る実瞼を同一目的の下に多数回繰返した
　　　　が威凹しなかった。またこれとは別に8ムJ2SO
　　　　Aaノ株にXV抗原因子を添加する企ても
2560　　多数回反復繰返したが，これも成功する
2560　　　に至らなかった。
2590
2560
　　Notes　are　same　as　in　Table　2　and　3．
清と160倍まで凝集を示し，また第7表でS．anatum　O
を血清．．S．　pewingヒon及びS．　minnesotaで吸牧して得た
血清とも160L倍まで凝集を示したのは，診断上余り重要で
ないminor　antigenに基くものであると考えられる。
　また87Aa！株はS．　new－brunswick　O血清よりIII抗
体は吸攻し得るがXV抗体を吸牧する能力を失なってしま
っていることが列る（Table　6）。
　5．87　Aaノ戸別疫疫清による凝集：反膿及び吸牧試瞼：
87Aa！株により家兎を免疫して得た87　Aa／0血清はサル
モネラEl，　Es，　E3各戸の茜を強く凝集するが，　S、　anatum
S．nileose及びS、　newingtonの何れによつてもほぼ完全
小 括
　　　　　サルモネラE3群¢）S．　senften－2560
　　　　berg及びSnileoseを1，　XIX抗12SO
　　　　体含有牛流動寒天増地に継代培養
2560@　して，S．　senftenbergの：方から（III，
　　　　XV）を0抗原として布すると考え
られる菌株を一且分骨した。しかしこの菌株は闘
もな．く自発的に：（III）のみを0抗原として有する
変異株に変異してしまった。
　（III，　XV）を有する菌への変異を誘導すべく，E3
群の菌に対して多数回実験を繰返したが成功しな
かった。このことは（1，III，XIX）から（III，　XV）へ
の変異を起させるためには抗体の作用以外に別の
因子の関帯することを噌示するように：思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　（昭和28．10，9受付）
　　　　　　　　　　　　　　　　　（Be　continued）
31）　Kauffmann，　F．：　Z．　Hyg．　120，　177　（1938）．
